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口腔内トラブルの高リスク入院患者への標準化口腔ケアが栄養状態に与える効果．第32回日本静脈
経腸栄養学会学術集会．2017，2，23‐24．日本静脈経腸栄養学会雑誌（2189‐0161）32巻 Suppl.，
Page507．

24 ○松本康恵，安藤 彩，大島まゆみ，田辺一郎，東谷幸徳，大枝 敏，高橋宏和，江口有一郎，安西
慶三，末岡榮三朗：Shear Wave Elastography における測定値の信頼性表示の有用性．第42回日本
超音波検査学会学術集会．2017，6，16‐18．超音波検査技術（1881‐4506）42巻 Suppl.，Page S256．

25 ＊村山賢一郎，北島陽一郎，江口有一郎：肝硬変のトータルケア・マネージメント 肝硬変における
血糖値は骨格筋脂肪に影響される．第53回日本肝臓学会総会．2017，6，8‐9．肝臓（0451‐
4203）58巻 Suppl．1，Page A187．
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26 ＊村山賢一郎，高橋宏和，北島陽一郎，磯田広史，野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，秋山 巧，小
野尚史，江口尚久，江口有一郎，安西慶三：持続血糖測定を用いた肝硬変における糖代謝異常の評
価と骨格筋の関連．第60回日本糖尿病学会年次学術集会．2017，5，18‐20．糖尿病（0021‐437X）
60巻 Suppl．1，Page S‐496．

27 大枝 敏，岩根紳治，江口有一郎：地域のＣ型肝炎の撲滅にむけた自治体・住民から職域への治療
ターゲットの拡大．第103回日本消化器病学会総会．2017，4，20‐22．日本消化器病学会雑誌
（0446‐6586）114巻臨増総会 Page A340．

28 大枝 敏，小川祐二，江口有一郎：NASH診療の現状と問題点非アルコール性脂肪性肝疾患にお
ける痒みの頻度 多施設共同研究．第53回日本肝臓学会総会．2017，6，8‐9．肝臓（0451‐
4203）58巻 Suppl．1，Page A107．

29 ○尾崎岩太，Manirjjaman Md，田中賢一，小島基靖，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三，松橋幸
子：分岐鎖アミノ酸（BCAA）による腫瘍抑制遺伝子 PDCD4の発現調節．第53回日本肝臓学会総
会．2017，6，8‐9．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．1，Page A285．

30 ＊角田圭雄，江口有一郎，是永匡紹：Ｃ型肝炎（HepC）治療薬のマーケティング戦略をMBA的に
考察する．第103回日本消化器病学会総会．2017，4，20‐22．日本消化器病学会雑誌（0446‐6586）
114巻臨増総会 Page A385．

31 ○高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：NAFLD・NASH病態生理の最新知見と治療戦略 次世代シー
ケンサーによるマウス肝における運動効果の解析．第103回日本消化器病学会総会．2017，4，20‐
22．日本消化器病学会雑誌（0446‐6586）114巻臨増総会 Page A53．

32 ○高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：NASH発症の分子機構と治療戦略肝臓における運動効果の検
討．第53回日本肝臓学会総会．2017，6，8‐9．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．1，Page A75．

33 ○高橋宏和，江口有一郎，Goodyear Laurie，安西慶三：運動惹起性アディポカインの探索．第60回
日本糖尿病学会年次学術集会．2017，5，18‐20．糖尿病（0021‐437X）60巻 Suppl．1，Page S‐387．

34 ○高橋宏和，中原隆志，江口有一郎：生活習慣病と肝疾患Ｃ型慢性肝炎に対する直接作用型抗ウイル
ス薬治療でのHbA1c の変化．第53回日本肝臓学会総会．2017，6，8‐9．肝臓（0451‐4203）58
巻 Suppl．1，Page A157．

35 ○高橋宏和，中原隆志，今城健人，小木曽智美，川中美和，藤井英樹，兵庫秀幸，川口 巧，角田圭
雄，小野正文，鎌田佳宏，徳重克年，西原利治，中島 淳，安西慶三，江口有一郎：Ｃ型慢性肝炎
治療におけるHbA1c の変化．第60回日本糖尿病学会年次学術集会．2017，5，18‐20．糖尿病
（0021‐437X）60巻 Suppl．1，Page S‐496．

36 ○高橋宏和，大枝 敏，小野尚文：活かせ！超音波エラストグラフィ 肝線維化を診る なぜ今超音
波による肝線維化診断が必要なのか？．第42回日本超音波検査学会学術集会．2017，6，16‐18．
超音波検査技術（1881‐4506）42巻 Suppl.，Page S71．

37 ○田中賢一，高橋宏和，北島陽一郎，尾崎岩太，江口有一郎，安西慶三：2型糖尿病における li-
raglutide による脂肪減少効果とメカニズム．第38回日本肥満学会．2017，10，7‐8．肥満研究
（1343‐229X）23巻 Suppl.，Page212．

地方規模の学会
1 ○秋山 巧，野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，村山賢一郎，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三，戸

山真吾，塩山善之：肝癌に対する炭素イオン線治療（C-ion RT）の有用性．第109回日本消化器病
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学会九州支部例会／第103回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，5，19‐20．S3‐07．
2 江口有一郎：術前スクリーニングの肝炎ウイルス陽性後の対処こそが肝癌を減らす たった30分で

理解する肝炎の最新情報．第127回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会．2017，9，30‐10，
1．中部日本整形外科災害外科学会雑誌（0008‐9443）60巻秋季学会．

3 江口有一郎，茶山一彰，熊田博光：Ｃ型肝炎におけるDAA治療の成果と今後の課題GT1‐3型
の日本人Ｃ型代償性肝硬変患者におけるグレカプレビル／ピブレンタスビルの肝機能マーカーへの
影響．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page
A722．

4 ＊藤岳夕歌，岩根紳治，江口有一郎：Ｂ型，Ｃ型肝炎患者拾い上げの取り組みＢ型，Ｃ型肝炎患者の
啓発，拾い上げから受療促進のための肝炎医療コーディネーターの活躍の現状と課題．第42回日本
肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A761．

5 ＊井出達也，江口有一郎，原田 大，岩根伸治，本間雄一，岡田倫明，宮原千賀，有永照子，宮島一
郎，桑原礼一郎，天野恵介，川口俊弘，鳥村拓司：DAA治療 SVR後の発癌リスク因子のFIB-4
index 別の検討．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻
Suppl．3，Page A807．

6 岩根紳治，江口有一郎，安西慶三：肝細胞癌の両側副腎転移の1例．第109回日本消化器病学会九
州支部例会／第103回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，5，19‐20．085．

7 ○城島昂太，窪津祥仁，桑代卓也，秋山 巧，西岡千佳，吉岡 航，岡田倫明，大枝 敏，岩根紳治，
高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：小腸転移から高度貧血をともなった小細胞癌の一例．第110回
日本消化器病学会九州支部例会／第104回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，11，17‐18．
研96．

8 ＊神崎匠世，江口尚子，大枝 敏，岡田倫明，岩根紳治，河口康典，泉 夏美，江口有一郎：肝炎
コーディネーターの活動の類型化とその特徴．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，1．
肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A881．

9 ○窪津祥仁，野下祥太郎，吉岡 航，村山賢一郎，秋山 巧，高橋宏和，大枝 敏，江口有一郎，安
西慶三：Ｃ型肝炎に対するDAA治療と肝脂肪沈着の変化．第109回日本消化器病学会九州支部例
会／第103回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，5，19‐20．WS3‐06．

10 ○窪津祥仁，大枝 敏，西岡千佳，吉岡 航，桑代卓也，秋山 巧，高橋宏和，安西慶三，江口有一
郎：DAA治療によるHCV排除と肝脂肪量の変化．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，
1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A814．

11 ○桑代卓也，高橋宏和，西岡千佳，窪津祥仁，吉岡 航，秋山 巧，大枝 敏，岩根紳治，尾崎岩太，
安西慶三，江口有一郎：肝線維化がソラフェニブの治療期間に及ぼす影響．第42回日本肝臓学会西
部会．2017，11，30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A844．

12 ○木村俊一郎，窪津祥仁，村山賢一郎，西岡千佳，吉岡 航，桑代卓也，秋山 巧，高橋宏和，甲斐
敬太，相島慎一，江口有一郎：PSCとの鑑別が困難であった胃異所性膵発生腺癌の1例．第110回
日本消化器病学会九州支部例会／第104回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，11，17‐18．
研74．

13 ＊北島陽一郎，高橋宏和，村山賢一郎，濱岡和宏，小野尚文，江口尚久，江口有一郎，安西慶三：ロ
イシンリッチアミノ酸含有食品を付加した運動療法が非アルコール性脂肪性肝疾患患者における線
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維化抑制に与える効果．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58
巻 Suppl．3，Page A840．

14 ＊村山賢一郎，小野尚文，濱岡和宏，江口尚久，高橋宏和，安西慶三，大枝 敏，江口有一郎：
Shear Wave Elastography によるＣ型肝炎DAA治療前後の評価．第42回日本肝臓学会西部会．
2017，11，30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A816．

15 ○西岡千佳，吉岡 航，窪津祥仁，桑代卓也，秋山 巧，高橋宏和，井手貴雄，相島慎一，安西慶三，
江口有一郎：EOB-MRI で肝細胞癌様の所見を呈した非アルコール性脂肪肝炎の肝切除例．第42回
日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A949．

16 大枝 敏，高橋宏和，小川祐二，今城健人，米田正人，小野正文，兵庫秀幸，川口 巧，藤井英樹，
西野 謙，角田圭雄，田中斉祐，川中美和，鳥村拓司，西原利治，中島 淳，江口有一郎：Ｂ型肝
炎ウイルス感染症における痒みの頻度 多施設共同研究．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，
30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A788．

17 ○岡田倫明，宮原千賀，大枝 敏，岩根紳治，安西慶三，江口有一郎：情報提供申込書からみた，非
医療系中小事業場におけるウイルス性肝炎の意識調査．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，
30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A837．

18 ○里 梨節，村山賢一郎，野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，秋山 巧，高橋宏和，安西慶三，江口
有一郎：生体肝移植待機中にClostridium perfringens による腹膜炎を発症し死亡した1例．第109
回日本消化器病学会九州支部例会／第103回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，5，19‐20．
研22．

19 ○高橋宏和，田中賢一，江口有一郎：生活習慣病関連肝疾患の基礎と臨床Translational research に
よるNAFLDにおける運動マーカーの探索．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，1．
肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A705．

20 ○高橋宏和，田中賢一郎，北島陽一郎，安西慶三，江口有一郎：非アルコール性脂肪性肝疾患におけ
る運動療法と血清バイオマーカーの探索．第110回日本消化器病学会九州支部例会／第104回日本消
化器内視鏡学会九州支部例会．2017，11，17‐18．WS1‐04．

21 ○宅間結貴，村山賢一郎，野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，秋山 巧，高橋宏和，安西慶三，江口
有一郎，江頭秀晢，野尻淳一：転帰の異なる脾動脈瘤破裂の2例．第109回日本消化器病学会九州
支部例会／第103回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，5，19‐20．研23．

22 矢田ともみ，岩根紳治，西岡千佳，窪津祥仁，吉岡 航，秋山 巧，高橋宏和，江口有一郎，安西
慶三：当院における慢性肝疾患患者の入院時症状の実態．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，
30‐12，1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A774．

23 ○吉岡 航，秋山 巧，西岡千佳，窪津祥仁，桑代卓也，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三：肝癌に
対する炭素イオン線治療（C-ion RT）の有用性．第42回日本肝臓学会西部会．2017，11，30‐12，
1．肝臓（0451‐4203）58巻 Suppl．3，Page A896．

24 ○吉岡 航，西岡千佳，窪津祥仁，桑代卓也，秋山 巧，高橋宏和，相島慎一，安西慶三，江口有一
郎：肝生検のサンプリングエラーが証明された非アルコール性脂肪肝炎（NASH）の一例．第110
回日本消化器病学会九州支部例会／第104回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，11，17‐18．
081．

25 ○吉岡 航，野下祥太郎，窪津祥仁，村山賢一郎，秋山 巧，高橋宏和，江口有一郎，相島慎一，安
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西慶三：進行性門脈血栓を契機に診断された膵未分化癌の一例．第109回日本消化器病学会九州支
部例会／第103回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2017，5，19‐20．080．

その他の学会
1 ＊村山賢一郎，高橋宏和，北島陽一郎，磯田広史，野下祥太郎，窪津祥仁，吉岡 航，秋山 巧，小
野尚史，江口尚久，江口有一郎，安西慶三：肝硬変における糖代謝異常と骨格筋の関連．第42回九
州代謝・栄養研究会．2017，3，4．外科と代謝・栄養（0389‐5564）51巻4号，Page202．

2 ○前間真弓，林 章浩，池田弘典，椛島久美子，相原秀俊，井手貴雄，北村浩晃，島津倫太郎，江口
有一郎：下咽頭癌に対する化学放射線療法時の粘膜障害に亜鉛およびEPA含有経腸栄養剤投与が
有効であった一例．第42回九州代謝・栄養研究会．2017，3，4．外科と代謝・栄養（0389‐5564）
51巻4号，Page199．

3 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎（NASH）～多職種で拾い上げ，
治療を支えるポイント～．第10回四国肝疾患患者指導カンファレンス．2017，1，16．抄録集．

4 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために～他職種で
拾い上げ，治療を支えるポイント．レミッチ効能追加1周年記念講演会 in 熊本．2017，1，19．
抄録集．

5 江口有一郎：地域ぐるみと他職種協働による佐賀県肝がん粗死亡率ワースト1位汚名返上プロジェ
クト．第4回肝臓チーム医療講演会．2017，1，28．抄録集．

6 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝臓とか
ゆみ講演会．2017，2，14，長崎．抄録集．

7 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．学術講演
会．2017，2，23，三重県．抄録集．

8 江口有一郎：肝がん粗死亡率全国ワースト1位の汚名返上プロジェクトの進歩と課題～地域連携と
産官学・多職種協働～．西埼玉肝炎病診連携懇話会．2017，3，6．抄録集．

9 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．第3回栃
木糖尿病研究会．2017，3，23．抄録集．

10 江口有一郎：その一言が肝疾患患者さんを苦しみから救うスペシャル．ライブ配信講演会 プロ
フェッショナル 医療スタッフの流儀．2017，3，24．抄録集．

11 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口
治療の現状を踏まえて～．第3回弘前市医師会医療従事者学術講演会．2017，4，6．抄録集．

12 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで～．Changing diabetes～GLP-1受容
体動薬の可能性を探る～．2017，4，15．抄録集．

13 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは．所沢
市医師会学術講演会．2017，5，11．抄録集．

14 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口
治療の現状を踏まえて～．第2回いわてリバーカンファレンス．2017，5，20．抄録集．

15 江口有一郎：Ｂ型肝炎ワクチンとＢ型肝炎ウイルスキャリア～事例から学ぶ～．お昼のWeb講演
会．2017，6，14．抄録集．

16 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで～．Diabetes Update Meeting in
Yachiyo．2017，6，30．抄録集．
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17 江口有一郎：行動科学を用いたコーディネーションのコツ．第36回岐阜県院内臓器提供連絡調整員
研修会．2017，6，30．抄録集．

18 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎（NASH）～多職種で拾い上げ，
治療を支えるポイント～．第13回肝疾患病態栄養研究会．2017，7，15．抄録集．

19 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口
治療の現状を踏まえて～．WEB講演会．2017，7，25．抄録集．

20 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口
治療の現状を踏まえて～．春日井学術講演会．2017，7，29．抄録集．

21 江口有一郎：肝がん粗死亡率ワースト返上のための官民学協働プロジェクト．平成29年度第1回
（公財）宮川庚子記念研究財団研修会 第50回肝炎ウイルスセミナー．2017，8，5．抄録集．

22 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝疾患学
術講演会．2017，8，7，天草市．抄録集．

23 江口有一郎：びっくりするほどよくわかる！肝がんを防ぐコツ，やせるコツ．肝臓病市民公開講座
2017．2017，8，26，福井市．抄録集．

24 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないため～拾い上げか
ら治療まで～．大正富山勉強会．2017，8，28．抄録集．

25 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝臓とか
ゆみ講演会．2017，8，29，佐世保．抄録集．

26 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで～．第11回関西電力病院 糖尿病
フォーラム．2017，9，2．抄録集．

27 江口有一郎：肝炎医療コーディネーターとは～だれが，だれに，何をするかという観点から．平成
29年度 北海道肝炎医療従事者研修会．2017，9，10．抄録集．

28 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで～．Diabetes Scientific Forum．
2017，9，11，高松市．抄録集．

29 江口有一郎：「受けたくなる」肝炎の検査・治療のためのコミニュケーション術～Ｃ型肝炎の治療
最新情報を含めて～．ひらかた肝炎病診連携講演会．2017，9，16．抄録集．

30 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで～．GLP-1 Scientific Seminar．
2017，9，21，知立市．抄録集．

31 江口有一郎：本邦における肝炎対策の現状と今後の展望～「知って肝炎プロジェクト」の取り組み
～．日本臨床検査自動化学会第49回大会・JACLaS EXPO 2017．2017，9，21‐23．抄録集．

32 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口
治療の現状を踏まえて～．瀬戸旭医師会学術講演会．2017，9，30，愛知県瀬戸市．抄録集．

33 江口有一郎：糖尿病や肥満症などの生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎（NASH）を見落と
さないコツ．府中市医師会学術集会．2017，10，27．抄録集．

34 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで～．Changing Diabetes in 新宿．
2017，10，30．抄録集．

35 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．第28回筑
紫肝胆膵懇話会．2017，11，1．抄録集．

36 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口
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治療の現状を踏まえて～．第2回青森肝炎フォーラム in 弘前．2017，11，27．抄録集．
37 江口有一郎：肝がん粗死亡率全国ワースト1位の汚名返上プロジェクトの進捗と課題～地域連携と

産官学・多職種協働～．小倉南肝臓連携懇話会．2017，11，8．抄録集．
38 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで～．GLP-1 Up Date Meeting．2017，

11，13．抄録集．
39 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．愛媛肝疾

患連携研修会．2017，11，18．抄録集．
40 江口有一郎：佐賀になぜ肝臓がんが多いのか？～肝臓がんを防ぐコツ～．神埼市郡医師会市民公開

講座．2017，11，25．抄録集．
41 江口有一郎：グローバル化に対応した肝炎対策 肝炎撲滅を目指して．グローバルヘルス合同大会
2017（ランチョンセミナー7）．2017，11，24‐26．抄録集．

42 江口有一郎：Ｂ型ワクチンとＢ型肝炎ウイルスキャリア～事例から学ぶ～．お昼のWeb講演会．
2017，11，28．抄録集．

43 江口有一郎：佐賀県の肝疾患対策における調剤薬局の意義．佐賀県医師会学術講演会．2017，12，
14．抄録集．

44 江口有一郎：糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．第10回田井島カンファ
レンス．2017，12，20．抄録集．

45 岩根紳治：DAAs治療の使用経験．Saga Liver Lecture Meeting．2017，5，10．抄録集．
46 岩根紳治：Ｃ型慢性肝疾患に対するハーボニーの使用経験とQOL特に生産性損失の改善効果の検

討．佐賀県医師会学術集会．2017，7，13．抄録集．
47 岩根紳治：肝硬変と肝性脳症の実臨床について．第9回佐賀県薬剤師会学術講演会．2017，2，4．

抄録集．
48 岩根紳治：Ｃ型肝炎の最新治療．佐賀県保健師研修会．2017，2，10．抄録集．
49 岩根紳治：肝臓と糖尿病の関係．松梅肝炎撲滅の会（家族支援講座）．2017，2，24．抄録集．
50 岩根紳治：DAAs使用の経験．Saga Liver lecture meeting．2017，5，10．抄録集．
51 岩根紳治：糖尿病と肝疾患．糖尿病療養指導士養成研修会．2017，7，9．抄録集．
52 岩根紳治：Ｃ型慢性肝疾患に対するハーボニーの使用経験とQOL（生産性損失）の改善効果．佐

賀県医師会学術講演会．2017，7，13．抄録集．
53 岩根紳治：Ｃ型慢性肝疾患に対する SOF/LDVの使用経験とQOL～特に生産性損失の改善効果の

検討～．第1回 Liver Frontier One．2017，9，2．抄録集．
54 岩根紳治：市民を肝がんから守る最新情報．小城多久地区肝がん・糖尿病講演会．2017，9，16．

抄録集．
55 岩根紳治：肝がんの基礎知識について．平成29年度佐賀県がん看護研修会．2017，10，14．抄録集．
56 岩根紳治：当院におけるジメンシーの使用経験．佐賀県肝炎ウイルスセミナー．2017，11，7．抄

録集．
57 岩根紳治：市民を肝がんから守る最新情報．松梅肝炎撲滅の会（家族支援講座）．2017，11，18．

抄録集．
58 岩根紳治：ウイルス性肝炎の最新情報．佐賀市薬剤師会講演会．2017，11，24．抄録集．
59 大枝 敏：慢性肝疾患のおける痒みの頻度と特徴．レミッチエリアフォーラム佐賀．2017，1，11．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等
政策研究事業
（代表）

ソーシャルマーケティング手法を用い
た心停止下臓器提供や小児の臓器提供
を含む臓器提供の選択肢提示を行う際
の理想的な対応のあり方の確率に関す
る研究

14，259

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（代表）

肝炎ウイルス検査受検から受診，受療
に至る肝炎対策の効果検証と拡充に関
する研究

39，988

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

職域等も含めた肝炎ウイルス検査受検
率向上と陽性者の効率的なフォロー
アップシステムの開発・実用化に向け
た研究

4，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

エイズ対策政
策研究事業
（分担）

HIV感染症及びその合併症の課題を
克服する研究

1，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 がん対策推進
総合研究事業
（分担）

研究者と自治体の協働による，がん検
診受診率向上等，自分自身で健康を守
るための国民の行動変容を促す方法の
開発と評価

500

特任教授 江口有一郎 労災疾病臨床研究事業補助
金

（分担） 医療機関における両立支援の取り組み
に関する研究

0

抄録集．
60 大枝 敏：佐賀県のデータベースから見たＢ型肝炎の現状と課題．第4回九州リバーフォーラム．
2017，1，14．抄録集．

研究助成等
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